
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中年前期 中年後期 高年前期 高年後期 合計
1．日常の 買い物に不便である ①62.2％ ①47.9％ ①53.3％ ①42.9％ ①51.7％
２ 医院や病院への通院で、足の確保が困難である ⑤27.6％ 2８ 1％ 2５ 5％ 3２ 5％ 28.7％
３
~‐~－０一一、歪_弾一■■朝もPﾛユクーＤＪＬ－－つ
③35.2％ 2５ 1％ １2％ 1９ 4％ 2５ 6％
４ 福祉のサービスが不十分である 7.1％ ６6％ ７3％ ７3％ ７1％
５ バスや定期船など交通捜関が充実していない ２０ 4％ 、２０ 4％ 1４ 6％ 1２ ０％ 1６ 9％
６ 近隣道路が整備されていない ６6％ ５4％ ５8％ ７3％ ６4％
７ 集会施設､商店など公共的建物が高齢者には使いにくい ４6％ ３0％ ９5％ ５8％ ５5％
８ 台風など自然災害に弱い ②3６ 7％ ⑤3４ ７％ ⑤3５ 8％ ④3３ 0％ ③3５ 0％
９ ハブがいるので困る ⑤2７ 6％ ②4６ 1％ ②4４ 5％ ②4１ 9％ ②3９ 4％
10.-人暮らし高齢者など老後生活に不安がある ２０ 9％ ④3７ 1％ ③3９ 4％ ③3５ 6％ ⑤3２ 6％
１ 趣味や習い事などの学習機会が少ない ７7％ ６6％ ３6％ ２6％ ５2％
1２ 老後の涛間をもてあましている ３1％ ７2％ ７3％ ６3％ ５8％
1３ 子育て こ不便である ６1％ ６０％ ４4％ １6％ ４5％
1４ 交際にお金がかかる ④2８ 1％ ③3８ 9％ ④3８ 0％ ④3３ 0％ ④3４ 0％
1５ 人口が減って集落や地域の維持が困難になっている ２６ 2％ 2３ 4％ 3２ 1％ 2８ 3％ 2７ 4％
1６ その他 ２6％ ２４％ １5％ ３1％ ２5％













る」という現状記述があった。『アンケー ト」に関しては「アンケー トが多すぎる」「アンケー トではなく個別
の現場の意見をくみ上げる仕組みが必要」という意見があった。
『その他」に関しては「名瀬へのアクセス整備（トンネル)」「放送による情報提供の充実」「村長のあいさつ
放送を流してほしい」という要望と「老朽化した家を直す手段がわからない」という記述があった。
②「中年後期（55歳～64歳)」では、１８件の記述のうち、『福祉」に関するものが５件、『行政」に関するもの
が４件、「人口減少」に関するものが３件、「その他』が６件あった。
「福祉』に関する記述では、「病院や施設の拡充」「医療・福祉・行政の連携」「福祉職員の人間性教育」の要
望、「福祉サービスがとても良い」という肯定的評価､「障碍者の外出が不自由」という課題指摘があった。『行
政』に関する記述では「職員や役場の対応」への不満、「催し日程の広報の迅速」「臨時職員の募集の公明化」
の要望があった。「人口減少」では「人口が減って困る」という意見と「産業振興」「仕事の創出」の要望があっ
た。「その他」では「交通の便が悪い」「交際費がかかる」「税金が高い」ことへの不満、「空き家対策」の要望
があった。また「高齢者が明るくて良い地域だ」という肯定的評価､｢アンケートをすることは良いこと」とい
う意見もあった。
③「高年前期（65歳～74歳）では、１３件の記述のうち、『行政』に関するものが６件、『福祉」に関するものが
３件、「その他」が４件あった。
「行政」に関する記述では、「役場職員が信頼できる」「役場職員は仕事を全うしている」という満足の意見
と、「役場職員の対応（２件)」「役場職員の仕事ぶり」「地縁・血縁で行政が行われている」という不満があっ
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た。「福祉」に関する記述では、「大和村は施設等が充実して住みよい」という満足と、「老老介護と年金生活の
状態で住宅改修をしたいのでアドバイスが欲しい」「福祉のことを詳しく知りたい」という要望があった。「そ
の他」では､｢いろいろな要望を集落役員が受け付けてくれない」「集落内に店がなくて不便である」「若い世代
が礼節にかける」という不満と「アンケートの結果を知りたい」という要望があった。
④「高年後期（75歳以上)」では、１９件の記述があり、『福祉』に関するものが13件、『その他」が６件あった。
『福祉」に関する記述では､｢村が見守ってくれるから安心」「相談に乗ってくれる」「良くしてもらっている」
｢介護手当が助かる」「福祉介護への取り組みがいい」という安心と満足の記述があった。また､｢一人暮らし高
齢者の見守り」「福祉職員の質向上」の要望があった。そのほか｢訪ねてくる人もいなくて､､､」という声もあっ
た。
「その他」に関する記述では、「村の活性化を祈っている」「津波対策、避難所の建設」「アンケートの結果を
活かしてほしい」などの要望や「意見を書いたら後で困らされる」という声があった。
まとめにかえて
本稿は、２０１４（平成26）年２月から３月にかけて奄美大島大和村の中高年者を対象に実施した調査結果を集
計したものである。調査対象者は大和村に居住する40歳以上の1,240人で､回答者数は928人（回収率74.8％）で
あった。調査内容は社会的かかわり状況、見守り体制、災害への備え、医療体制、地域の課題などであった。
１．回答者の属性
性と年齢の両方の質問に回答した方は878人であり、性別では、女性の方が男性よりもやや多かった。年代別
では、６４歳以下の「中年者」と65歳以上の「高年者」はほぼ同数であった。健康状態では、健康な方が多かっ
たが､年齢が上がると病弱な方の割合が少しずつ増えていた。世帯状況では、「中年前期」で多いのは『子供と
の同居（二世代同居）世帯｣､｢中年後期」「高年前期」「高年後期」で多いのは『夫婦のみ世帯』であった。「高
年後期」では『一人暮らし世帯」も多かった。世帯の主な収入では､｢中年前期」は『常勤の仕事の収入』が多
く、「中年後期」では「常勤の仕事の収入」と「年金など」が多く、「高年前期」と「高年後期」では『年金な
ど」が多かった。
２．近隣交流の変化
近隣の交流は少し減ってきていた。なかでも高年者が「中年前期」より『近隣交流が減少してきた』と思っ
ている程度が高かった。
３．社会関連性指標
全体的に身近な人との交流は高いが、情報収集や社会参加が消極的な形でなされている傾向がみられた。
身近な人との交流については、家族・親戚および家族・親戚以外の方とも話を頻繁にしていた。誰かを訪ね
合う機会は週２度くらいであった。訪ね合う機会は女性の方が男性よりもが多く、年齢が上がるとその機会が
増えていた。
近所づき合いの程度は立ち話程度であった。女性の方が男性よりも深い近所づき合いをしていた。また､｢高
年前期」が「中年後期」よりも深い近所づきあいをしていた。
相談に乗ってくれる方や緊急時に手助けをしてくれる方は「時々いる」と『いつもいるｊの中間ぐらいだっ
た。相談・緊急時の援助は女性の方が男性よりも多かった。
職業や家事などの役割はある程度持っていて、健康への配慮と規則的な生活はまあまあであった。役割や健
康配慮・規則的生活は女性の方が得点が高かった。役割については若い年代の方が得点が高かかったが、健康
配慮と規則的生活は高齢世代の方が得点が高かった。
テレビをほぼ毎日見て、新聞をほぼ毎日読んでいた。新聞については「高年後期」があまり読むことが少な
かった。本・雑誌を読むのは週１度くらいに近かった。本・雑誌については女性の方が男性よりもよく読んで
いて、「高年後期」があまり読むことが少なかった。公民館活動に参加する機会は３ヶ月に１度くらいで少な
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かつた。
趣味は全体としてはまあまあ楽しんでいたが､｢高年後期」はあまり楽しんでいなかった。ビデオなどの便利
な道具はあまり利用していなかった。これは男性の方が女性よりもよく利用していて、若い年代ほど利用する
傾向があった。
４．見守り体制
６割近くの方が｢見守りを必要とする人がいる」と答えていて､見守り支援の仕組みが求められる状況にあっ
た。見守りを必要とする人は『一人暮らしの高齢者」「認知症のある高齢者」『身体障害のある高齢者」であっ
た。見守りが機能していない理由は､『見守り活動に協力してくれる人がいない」と「見守りの仕組みがよくな
い」であった。
また、現在見守り体制はないが自然な形での見守りがなされている状況にあった。しかし、高齢者では見守
りへの感謝がある一方、見守り体制を作ることが必要性であるという意見があった。
５．災害への備え
自分の自然災害への備えの評価はあまり高くなかった。集落の自然災害への備えの評価は自分の備えの評価
よりは高かった。
災害時の緊急連絡手段は､全体ではスマホを含む携帯電話が多かったが､「高年後期」では固定電話の利用が
多かった。災害情報の入手先は全体ではテレビが最も多かったが、２番目に多いのは「中年前期」ではスマホ
を含む携帯電話であり、「中年後期」と「高年前期」は集落放送であった。一方、「高年後期」はテレビよりも
集落放送からの情報入手が多かった。また、車の所有は年齢が高くなるにつれ少なくなっていた。
災害への備えについて、家の近辺の土壌や地形では、６割を超える方が「知っている』と答えていた。「高齢
後期」の方が土壌や地形のことを熟知している人が多く、｢中年前期」の方が熟知していないと答えていた。家
の補強では、６割が『家の補強をしている」と答えていた。年代別に見ると年齢が高くなるにつれて家の補強
をしていると答える方が多くなっていた。食料の備蓄では、３割強しか食料品の備蓄をしていなかった。年代
別に見ると、「高年後期」の方が『食料を備蓄しているｊと答えていた。防災用品の備えでは、『何らかの防災
用品の備えをしている」と答えたのは35.7％に過ぎなかった。年齢別に見ると、年齢が高くなるにつれ『防災
用品の備えをしている』と答える方が多くなっていた。避難所では､８割弱の多くの方が避難所を決めていた。
年齢別に見ると、高年の方が中年の方よりも避難所を決めていると答えていた。避難の手助けの必要では、３
割の方が『避難の手助けが必要」と答えていた。年代別に見ると､｢高年後期」のうち６割を超える方が「避難
の手助けが必要」と答えていた。自力で避難できない人がどの程度いるかについては、９割近くが『手助けを
必要とする方がいる』と答えていた。
防災について、防災組織等がありうまく機能しているという肯定的評価がみられたが、高齢者からは災害時
の見守りへの要望があった。課題としては避難路や避難所の確保と食料や防災用品の備蓄の充実が多くあげら
れていた。水害への対策要望も多く見られた。その他、避難訓練や防災情報提供に関する要望もあった。
６．医療体制
緊急で医療機関を利用した方は16.7％であった。年齢が上がるにつれ緊急で医療機関を利用する人が増えて
いた。地域の緊急医療機関の受入体制については9割近くが満足していた。高年世代では満足度が高かったが、
若い世代には不満も見られた。緊急医療体制への不満の理由としては、「緊急医療機関まで時間がかかる」『緊
急医療機関がない』『緊急への対応が取れていない」などがあった。
地域の医療体制については、肯定的評価がある一方で、不満や要望も多く見られた。村内に診療所があり大
体のところ満足しているが､専門性や緊急性を要する場合への不安と24時間医療や地域医療への要望があった。
その他、診療所や名瀬にある病院への時間距離が長いことへの不安もみられた。
７．地域の問題
地域の問題で多かったのは、買い物や交際費や老後生活などの社会的課題とハブや台風などの自然的課題の
２つであった。
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地域の問題に関して、比較的多い意見として、福祉に関する肯定的評価と要望・課題指摘があり、行政に関
する不満と要望、それと若干の肯定的評価があった。少数ながら防災と人口減対策に関する要望、アンケート
に関する意見があった。また、その他の個別意見もあった。
謝辞本調査にご回答いただいた高齢者の皆様，調査実施にご協力いただいた民生委員児童委員の皆様ならびに関係機関の皆様
に感謝申し上げる。
付記本研究はJSPS科研費23330190の助成を受けた。
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ventionmeasures,andthemedicalsysteminYamatoVillageofAmamiOshimaisland・Aquestionnairewaspersonally
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elderlywaslowerthantheyoungemAlthoughtherewerespontaneouswatchactivitiesinanaturalwayうtheelderlyhoped
tohavethelocalsupportingsystemfbrthemThevoluntaryorganizationsfbrdisasterpreventionwerewellfimctioned，
butthereremainedchallengesofthemeasuresfbrthevulnerablepeopleandtheemergencyevacuation､Withrespecttothe
medicalsystem,therEwassatisfactionwiththecommunityclinic,butontheotherhand,thereremainedwishesregarding
emeIgencymedicalsystemandspecializedmedicalservice・Therewerealsosocialandnaturalproblemsthattheshopping
wasinconvenient,ａｎｄthatthepoisonoussnakeharmedpeople,ａｎｄｓｏｏｎ．
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